	調査票番号
	廃棄物等に関する意識調査票

	
	


本調査票も「愛媛県産業廃棄物実態調査票」と同様に記入後、併せてご返送ください。
問１　産業廃棄物に関する意識について

（１）貴事業所の産業廃棄物の処理・処分、リサイクルに関して困っていることはありますか。該当する番号に○を付けて下さい。

	
	
	
	

	１
	困っていることがある
	２
	困っていることはない

	
	
	
	


（２）上記（1）で「１ 困っている」と回答された方にお聞きします。その理由について該当する番号に○を付けて下さい。（複数回答可）

	
	

	１
	 自社内での処理・処分が困難（規制基準への対応、処分地の確保難等）

	２
	 自社内でのリサイクルが困難（リサイクル技術、利用用途等）

	３
	 処理・処分に要する委託費が高い

	４
	 リサイクルに要する委託費が高い

	５
	 処理・処分業者に関する情報が少ない

	６
	 リサイクル業者に関する情報が少ない

	７
	制度が複雑でわかりにくい

	８
	 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	


（３）貴事業所において、令和6年度における産業廃棄物発生量は令和元年度（5年前）と比較してどのように変化しましたか。該当する番号に１つだけ○をつけてください。
	
	
	
	

	１
	 かなり増加した　　　（30%以上）
	５
	 やや減少した　　（～－10%）

	２
	 増加した　　　　　　（～30%）
	６
	 減少した　　　　（～－30%）

	３
	 やや増加した　　　　（～10%）
	７
	 かなり減少した　（－30%以下）

	４
	 ほとんど変わらない　（±5%）
	
	

	
	
	
	


（４）貴事業所において、産業廃棄物発生量の将来の見通し（5年後）について、該当する番号に１つだけ○をつけてください。
	
	
	
	

	１
	 かなり増加するだろう
（30%以上）
	５
	 やや減少するだろう
（～－10%）

	２
	 増加するだろう

（～30%）
	６
	 減少するだろう
（～－30%）

	３
	 やや増加するだろう

（～10%）
	７
	 かなり減少するだろう（－30%以下）

	４
	 ほとんど変わらないだろう
（±5%）
	
	

	
	
	
	


（５）産業廃棄物の減量化・リサイクル、適正処理を進めるため、県はどのようなことに力を入れていく必要があると思いますか。重要だと思われる番号に○をつけて下さい。（３つまで選択可）

	
	

	１
	 地域で発生したものは、地域で適正に処理する処理体制の整備

	２
	 県や市などの公共が関与した産業廃棄物処理施設の整備促進

	３
	 減量化・リサイクルに関する研究・開発と情報発信体制の整備

	４
	 環境保全型商品を積極的に選択するグリーン購入・調達の推進

	５
	 産業廃棄物施設や処理・処分状況についての情報公開

	６
	 排出事業者責任の徹底を図るための監視・指導体制の強化

	７
	 不法投棄等の環境犯罪に対する迅速な対応と厳しい取締り

	8
	 優良な産業廃棄物処理業者の支援と育成

	9
	 産業廃棄物処理についての県民の知識と理解を深めるための啓発活動

	10
	 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	


問２　廃棄物の発生抑制、減量化・リサイクルについて
（１）現在、廃棄物の発生抑制、減量化、リサイクルに取り組んでいますか。該当する番号に○をつけて下さい。
	
	
	
	
	
	

	１
	取り組んでいる
	２
	今後取り組む予定
	３
	予定なし

	
	
	
	
	
	


（２）（１）で「１　取り組んでいる」又は「２　今後取り組む予定」と回答された方は、取り組み（予定含む）の内容の番号に○をつけて下さい。（複数選択可）

	
	
	
	

	１
	包装材・梱包材の使用量の削減
	６
	自社製品の原料・副原料として利用

	２
	リユース・リサイクルを考慮した廃棄物等の分別
	７
	他社製品の原料・副原料として利用（売却）

	３
	使用済みコピー用紙などの再利用
	８
	自社の燃料として、発電を伴う熱回収

	４
	脱水施設等の中間処理施設の導入
	９
	他社の燃料として、発電を伴う熱回収

	５
	他社と連携したリサイクル工程の構築
	10　　　　　　　　　　　　　　　　
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	
	


（３）（１）で「３　予定なし」と回答された方は、理由の番号に○をつけて下さい。（複数選択可）

	
	
	
	

	１
	発生量が少なく、再資源化の効率が低い
	６
	再生品の品質が一定でない

	２
	廃棄物の分別を徹底することが難しい
	７
	再生された物が流通する仕組みが未整備

	３
	リサイクル工程のコストが高い
	８
	再生品の需要が少ない

	４
	再生された物の物流コストが高い
	９
	その他　

	５
	リサイクルのための技術や情報が無い
	
	　

	
	
	
	


（４）廃プラスチック類が発生している事業者の方にお聞きします。廃プラスチック類の３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）について課題を感じたことはありますか。ある場合、該当する番号に○印をつけてください。（複数回答可）
	
	

	１
	発生量が少なく、有価での売却ができない

	２
	現場での材質ごとの分別が負担になっている

	３
	複合素材の梱包材が増加しており、材質ごとに分別出来ない

	４
	油や食品などの汚れが付着しており、リサイクルできない

	５
	熱回収や焼却処分に回す方が低コストで済むため、リサイクルしていない

	６
	リサイクルの難しい材質を扱っているため、熱回収や単純焼却を委託している

	７
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	


問３　電子マニフェストの導入状況等について
（１）電子マニフェストの導入状況について、該当する番号に○をつけてください。
	
	
	
	
	
	

	１
	導入している
	２
	今後、導入する予定
	3
	導入していない（予定なし）

	
	
	
	
	
	


（２）（１）で「３　導入する予定はない」と回答された方は、その理由として該当する番号に○をつけてください。（複数回答可）

	
	
	
	

	１
	 電子マニフェストを知らない
	４
	機材（パソコン等）がなく、導入にコスト
が掛かる

	２
	電子化に慣れていない
	５
	 廃棄物処理を委託している処理業者が未導入
 のため、導入していない

	３
	発生する産業廃棄物の量が少ない等、導入する
メリットが少ない
	６
	その他　
　　　

	
	
	
	


（３）（１）で「３　導入する予定はない」と回答された方は、今後の見込みとして該当する番号に○をつけてください。
	
	
	
	

	１
	 現在、導入を検討している
	４
	導入コストが下がれば検討したい

	２
	 電子マニフェストに関する情報を得る機会があれば導入を検討したい
	５
	導入するつもりはない

	３
	 廃棄物処理を委託している事業者等から
導入を勧められれば検討したい
	６
	その他　
　　　　　

	
	
	
	


問４　愛媛県資源循環優良モデル認定制度について

愛媛県では、他の模範となるリサイクル製品並びに廃棄物等の３Ｒの推進に積極的に取り組んでいる企業及び店舗等を優良モデルとして認定する「愛媛県資源循環優良モデル認定制度」を実施していますが、知っていますか。該当する番号に○をつけて下さい。

	
	
	
	
	
	

	１
	知っている
	２
	聞いたことがある
	３
	知らない

	
	
	
	
	
	


問５　資源循環促進税について

愛媛県では、産業廃棄物の排出抑制や減量化、資源の循環的な利用、その他産業廃棄物の適正処理の確保を促進するための施策を展開するとともに、課税行為それ自体により事業者の排出抑制を誘引するため、平成１９年４月から「資源循環促進税」を導入していますが、貴事業所での税導入後の影響等についてお聞きします。　　　
※資源循環促進税については、別添参考（「よくあるお問い合わせ」Ｑ21）
（１）資源循環促進税についてご存知ですか。該当する番号に○をつけてください。

	
	

	１
	税率や税の仕組み等をよく知っている

	２
	税の概要はだいたい知っている

	３
	聞いたことはあるがあまりよく知らない

	４
	全く知らない

	
	


（２）貴事業所では、資源循環促進税の導入後（平成19年度以降）、産業廃棄物の埋立処分量の削減が促進されましたか。該当する番号に○をつけてください。※同税導入後に開業した場合は、該当する影響
	
	

	１
	埋め立て処分の削減につながった

	２
	税導入以前から埋立処分量の削減に取り組んでいるため特に変化はない

	３
	埋立処分量自体が少ないので、特に変化はない

	４
	埋め立て処分をしていないため、何も変わらない

	５
	埋立処分量が増加した

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	


（３）資源循環促進税の導入後、貴事業所ではどのような変化がありましたか。該当する番号に○をつけてください。※同税導入後に開業した場合は、該当する影響
	
	

	１
	産業廃棄物の排出量が抑制され、コスト削減につながった

	２
	社員の意識改革につながった

	３
	リサイクルへの取り組みが促進された

	４
	処分に対する経営面での負担が増加した

	５
	影響はない

	６
	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	


問６　優良認定業者について

県では、平成２３年４月から、廃棄物処理掃法に基づき優良基準に適合する産業廃棄物処理業者（以下「優良認定業者」という。）を認定するとともに、取得支援に取組んでいますが、優良な産業廃棄物処理業者の育成を図るため、以下の質問に回答してください。
（１）優良認定業者及び制度についてご存知ですか。該当する番号に○をつけてください。
	
	
	
	

	１
	知っている
	２
	知らない

	
	
	
	


（２）今後、産業廃棄物の収集運搬業者や処分業者を選定する際に、優良認定業者に仕事を優先して依頼したいと思いますか。該当する選択肢(１～４)と対応する理由・内容(①～③)に○をつけてください。
（「理由」は複数回答可）※優良認定業者に係る制度は別添参考（「よくあるお問い合わせ」Ｑ20）
	１
	優良認定業者に仕事を優先して依頼したい。
⇒理由： ① 厳しい許可基準に適合しているので信頼できる
② 処理状況や財務状況など企業情報が公表されているので選定しやすい
③ 顧客や株主など対外的なアピールポイントになる

	２
	優良認定業者に仕事を依頼したいとは思わない。
⇒理由： ① 何よりも価格を重視する
② 依頼している業者を変更したくない
③ 対応可能な優良認定業者が少ない

	３
	現在、優良認定業者に依頼している。
⇒理由： ① 厳しい許可基準に適合しているので信頼できる
② 顧客や株主など対外的なアピールポイントになる

③ 会社の方針となっている
⇒内容： ①県内業者（本社県内）へ依頼　②県外業者（本社県外）へ依頼　③どちらにも依頼

	４
	 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（３）今後、優良認定業者に関連して、産業廃棄物の収集運搬業者や処分業者にどのようなことを期待しますか。（複数回答可）
	１
	優良認定業者の増加
	３
	電子マニフェストの利用業者の増加

	２
	処理依頼時の廃棄物のより正確な計量（機器使用）
	４
	その他（　　　　　　　　　　　　　　）


問７　自由意見欄

その他、廃棄物処理・リサイクルなど循環型社会の形成に関することや、資源循環促進税に関するご意見があればご自由にお書きください。

	



－ご協力ありがとうございました！－













